
5/21/23                ｢キリストを中⼼とする働き②｣            コロサイ 1:24-29 
  
テーマ：私たちが⾒倣うべき“働き”におけるパウロの態度とは？ 
 
○キリストを中⼼とする働き：模範とするべき五つの態度 

1. 働きに伴う結果を喜んで受け⼊れること(24) 
 

2. ⾃分に委ねられた＿＿＿＿＿＿を覚えていること(25) 
 

1) ｢神から…教会に仕える者となりました｣ 
※使徒 26:12-16 
｢このようにして、私は祭司⻑たちから権限と委任を受けて、ダマスコへ出かけて⾏きますと、その途中、正午ごろ、王
よ、私は天からの光を⾒ました。それは太陽よりも明るく輝いて、私と同⾏者たちとの回りを照らしたのです。私たちは
みな地に倒れましたが、そのとき声があって、ヘブル語で私にこう⾔うのが聞こえました。『サウロ、サウロ。なぜわた
しを迫害するのか。とげのついた棒をけるのは、あなたにとって痛いことだ。』私が『主よ。あなたはどなたですか』と
⾔いますと、主がこう⾔われました。『わたしは、あなたが迫害しているイエスである。起き上がって、⾃分の⾜で⽴ち
なさい。わたしがあなたに現れたのは、あなたが⾒たこと、また、これから後わたしがあなたに現れて⽰そうとすること
について、あなたを奉仕者、また証⼈に任命するためである。｣ 
 
※ローマ 15:16 
｢それも私が、異邦⼈のためにキリスト・イエスの仕え⼈となるために、神から恵みをいただいているからです。…｣ 
 
※1 テモテ 1:12-13 
｢私は、私を強くしてくださる私たちの主キリスト・イエスに感謝をささげています。なぜなら、キリストは、私をこの
務めに任命して、私を忠実な者と認めてくださったからです。私は以前は、神をけがす者、迫害する者、暴⼒をふるう者
でした。それでも、信じていないときに知らないでしたことなので、あわれみを受けたのです。｣ 
 
 
 
 
 

2) ｢ゆだねられた務め｣(ギリシャ語：オイコノミア＝オイコス｢＿＿＿｣＋ノモス｢＿＿＿＿＿＿＿＿｣) 
※創世記 39:4, 6 
｢それでヨセフは主⼈にことのほか愛され、主⼈は彼を側近の者とし、その家を管理させ、彼の全財産をヨセフの⼿にゆ
だねた。…彼はヨセフの⼿に全財産をゆだね、⾃分の⾷べる⾷物以外には、何も気を使わなかった。｣ 
 
※ガラテヤ 2:7 
｢…ペテロが割礼を受けた者への福⾳をゆだねられているように、私が割礼を受けない者への福⾳をゆだねられているこ
とを理解してくれました。｣ 
 
※1 テサロニケ 2:4 
｢私たちは神に認められて福⾳をゆだねられた者ですから…｣ 
 
※1 コリント 9:16-17 
｢というのは、私が福⾳を宣べ伝えても、それは私の誇りにはなりません。そのことは、私がどうしても、しなければな
らないことだからです。もし福⾳を宣べ伝えなかったなら、私はわざわいだ。もし私がこれを⾃発的にしているのなら、
報いがありましょう。しかし、強いられたにしても、私には務めがゆだねられているのです。｣ 
 
 
 



3) ｢あなたがたのために｣ 
※1 コリント 4:1-2 
｢こういうわけで、私たちを、キリストのしもべ、また神の奥義の管理者だと考えなさい。この場合、管理者には、忠実
であることが要求されます。｣ 
 
※1ペテロ 4:10 
｢それぞれが賜物を受けているのですから、神のさまざまな恵みの良い管理者として、その賜物を⽤いて、互いに仕え合
いなさい。｣ 
 
 
 
 

3. 栄光に富んだ＿＿＿＿＿＿を忠実に伝えること(26-27) 
※1 コリント 15:51-52 
｢聞きなさい。私はあなたがたに奥義を告げましょう。私たちはみな、眠ることになるのではなく変えられるのです。終
わりのラッパとともに、たちまち、⼀瞬のうちにです。ラッパが鳴ると、死者は朽ちないものによみがえり、私たちは変
えられるのです。｣ 
 
 

1) ｢異邦⼈の間にあって｣ 
※使徒 11:1-3 
｢さて、使徒たちやユダヤにいる兄弟たちは、異邦⼈たちも神のみことばを受け⼊れた、ということを⽿にした。そこ
で、ペテロがエルサレムに上ったとき、割礼を受けた者たちは、彼を⾮難して、「あなたは割礼のない⼈々のところに⾏
って、彼らといっしょに⾷事をした」と⾔った。｣ 
 
※使徒 13:44-46, 50 
｢次の安息⽇には、ほとんど町中の⼈が、神のことばを聞きに集まって来た。しかし、この群衆を⾒たユダヤ⼈たちは、
ねたみに燃え、パウロの話に反対して、⼝ぎたなくののしった。そこでパウロとバルナバは、はっきりとこう宣⾔した。
「神のことばは、まずあなたがたに語られなければならなかったのです。しかし、あなたがたはそれを拒んで、⾃分⾃⾝
を永遠のいのちにふさわしくない者と決めたのです。⾒なさい。私たちは、これからは異邦⼈のほうへ向かいます。…と
ころが、ユダヤ⼈たちは、神を敬う貴婦⼈たちや町の有⼒者たちを扇動して、パウロとバルナバを迫害させ、ふたりをそ
の地⽅から追い出した。｣ 
 
※エペソ 3:3-6 
｢先に簡単に書いたとおり、この奥義は、啓⽰によって私に知らされたのです。それを読めば、私がキリストの奥義をど
う理解しているかがよくわかるはずです。この奥義は、今は、御霊によって、キリストの聖なる使徒たちと預⾔者たちに
啓⽰されていますが、前の時代には、今と同じようには⼈々に知らされていませんでした。その奥義とは、福⾳により、
キリスト・イエスにあって、異邦⼈もまた共同の相続者となり、ともに⼀つのからだに連なり、ともに約束にあずかる者
となるということです。｣ 
 
 

2) ｢あなたがたの中におられるキリスト、栄光の望み｣ 
※ガラテヤ 2:20 
｢私はキリストとともに⼗字架につけられました。もはや私が⽣きているのではなく、キリストが私のうちに⽣きておら
れるのです。いま私が⾁にあって⽣きているのは、私を愛し私のためにご⾃⾝をお捨てになった神の御⼦を信じる信仰に
よっているのです。｣ 


